撤回の通知が、申し込みの到達より後に届き、承諾の発信より前だった場合について
：
 
第１５条２項は、”申込は、たとえ取消不能のものであっても、申込の撤回通知が申込の到達前又はそれと同時に被申込者に到達する場合には、撤回し得る” と規定していることから、申し込みの撤回の通知は申し込み到達前又は同時に届いた場合に限り、撤回し得るのであるから、撤回の通知が申し込みの到達より後に届いた場合には、撤回することができないと解される。
また、第１５条１項は、”申込は、被申込者に到達した時にその効力を生ずる” と定めているところ、申し込みは到達したことにより有効にその効力を生じたと考えられる。
 
取り消し可能性に関しては、契約が締結されるまで、申込は取消すことができ、また、承諾の通知の発信前までに被申込者に到達していれば足りるので、第１６条２項の規定に該当しなければ、本件の場合は取り消すことができる。（第１６条１項）　
 
要するに、本件の場合、申込を撤回することはできないが、申込を取り消すことはできると解される。
 
 
 
 
前回の授業は、法律学科ゼミ対抗のソフトボール大会だったため、出席できず申し訳ありませんでした。
また、友人から１７日の休講の補講を火曜日５限に行うとういうことを伺ったのですが、火曜日５限は民法演習があるため出席することができません
。
申し訳ありません。
 
 FY ???????? 法学部法律学科３年?組
�概略はこの通りである。契約不成立を主張する被告のための法律構成の論理をルールの適用と論理的推論として厳密に把握していただくと尚よい。


�補講日を再検討します。





